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報 告 者 氏 名   う た 桜 子     

 

１  会 派 名  

  流 山 み ら い  

 

２  期   日  

令 和 ８ 年 ２ 月 ３ 日 （ 火 ） ～ 同 ５ 日 （ 木 ） ２ 泊 ３ 日 

 

３  参 加 者  

  中 村  彰 男 、 う た  桜 子 、 西 尾  段 、 藤 井  俊 行  

 

４  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

（ １ ）  北 海 道 函 館 市  

中 心 市 街 地 活 性 化 事 業 （ は こ だ て み ら い 館 ・ は こ だ て キ ッ

ズ プ ラ ザ ） に つ い て  

（ ２ ） 北 海 道 長 万 部 町  

東 京 理 科 大 学 と 連 携 し た ま ち づ く り の 取 り 組 み に つ い て  

（ ３ ） 北 海 道 札 幌 市  

S D G s 未 来 都 市 計 画 （ 地 方 創 生 モ デ ル 事 業 ） に つ い て  

 

５  所 感 等  

 

（ １ ）  は こ だ て み ら い 館・は こ だ て キ ッ ズ プ ラ ザ（ 北 海 道 函 館 市 ） 

本 視 察 を 通 じ て 、流 山 市 に お け る 今 後 の 施 策 に 資 す る 以 下 の 3点 を

提 言 す る 。「 駅 前・商 業 施 設 内 」の 優 位 性  函 館 市 の 事 例 は 、衰 退

し て い た 駅 前 ビ ル の 再 生 に 大 き く 寄 与 し て い る 。本 市 に お い て も 、

駅 周 辺 の 再 開 発 や 民 間 施 設 の 空 き 床 が 発 生 し た 際 、 単 な る 行 政 窓

口 の 設 置 に 留 ま ら ず 、 「 滞 在 型 」 の 魅 力 あ る 公 共 施 設 を 配 置 す る

こ と で 、 周 辺 経 済 へ の 波 及 効 果 （ シ ャ ワ ー 効 果 ） を 狙 う べ き で あ

る 。多 世 代 交 流 の 設 計  「 は こ だ て キ ッ ズ プ ラ ザ 」と「 は こ だ て み



ら い 館 」 に お い て は 、 各 施 設 を 上 下 階 に 配 置 す る こ と で 、 兄 弟 で

年 齢 が 離 れ て い て も 同 ビ ル 内 で 過 ご せ る 工 夫 が 見 ら れ た 。 流 山 市

の 「 流 山 お お た か の 森 」 周 辺 等 、 子 育 て 世 帯 が 集 中 す る エ リ ア に

お い て は 、 幼 児 期 を 過 ぎ た 後 の 「 中 高 生 の 居 場 所 」 や 「 知 的 好 奇

心 を 刺 激 す る 場 」 の 確 保 が 課 題 で あ り 、 み ら い 館 の ワ ー ク シ ョ ッ

プ 運 営 は 大 い に 参 考 に な る 。 同 施 設 で は 、 官 民 連 携 の 運 営 体 制 で

あ る 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し 、 柔 軟 な イ ベ ン ト 企 画 や I T教 育 を 取

り 入 れ て い る 。本 市 で も 、民 間 企 業 の ノ ウ ハ ウ を 活 用 し た「 S T E A M

教 育 」 の 場 を 公 共 施 設 内 で 提 供 す る 検 討 を 進 め た い 。  

函 館 市 の 事 例 は 、ハ ー ド（ ビ ル の 再 活 用 ）と ソ フ ト（ 先 端 技 術 と

子 育 て 支 援 の 融 合 ） が 見 事 に 噛 み 合 っ た 先 進 例 で あ っ た 。 本 市 の

持 続 可 能 な 都 市 経 営 に お い て 、 単 な る 福 祉 施 設 に 留 ま ら な い 「 都

市 の 魅 力 創 出 拠 点 」 と し て の 公 共 施 設 の あ り 方 を 、 今 後 の 予 算 審

議 お よ び 政 策 提 言 に 反 映 さ せ て い く 。  

 

（ ２ ）東 京 理 科 大 学 と 連 携 し た ま ち づ く り の 取 り 組 み に つ い て（ 長

万 部 町 ）  

昭 和 ６ ２ 年 ４ 月 に 基 礎 工 学 部 ３ 学 科 、軽 ２ ４ ０ 名 の 生 徒 が 入 校 、

入 寮 し た の が 始 ま り で 、 当 初 大 学 敷 地 約 ３ ２ ． ２ ヘ ク タ ー ル の 中

に 、 校 舎 ５ 棟 、 屋 外 体 育 館 １ 棟 、 学 生 寮 ３ 棟 、 教 員 住 宅 ３ 棟 、 福

利 文 化 施 設 １ 棟 、 陸 上 グ ラ ウ ン ド 、 野 球 場 、 サ ッ カ ー 場 、 テ ニ ス

コ ー ト 等 を 主 な 施 設 と し て 整 備 さ れ た 。  

 そ の 後 平 成 ２ ０ 年 に 女 子 寮 新 設 、 令 和 ３ 年 に 教 員 住 宅 建 て 替 え

な ど 、 順 次 施 設 が 増 強 さ れ て い る 。  

 キ ャ ン パ ス が 出 来 る タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て 長 万 部 町 が 誘 致 に 関

わ る 事 業 と し て 学 校 周 辺 放 水 路 、 排 水 設 備 ・ 町 道 新 設 整 備 、 水 道

施 設 整 備 、 温 泉 等 施 設 整 備 等 に よ り 、 事 業 費 総 額 約 １ ０ 億 ３ ０ ０

万 円 を 投 入 。 誘 致 す る 際 の 公 約 と し て 温 泉 を 設 備 し た の が 特 徴 。

ま た 、 毎 年 芝 生 の 整 備 や 草 刈 り 、 除 雪 、 排 雪 に か か る 費 用 が 年 間

５ ０ ０ 万 円 強 か か っ て い る が 「 過 疎 債 」 を 発 行 し て ７ 割 が 交 付 税

措 置 の た め 町 の 負 担 は ３ 割 程 度 だ っ た 。  

 町 内 の 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 は い ず れ も 各 学 年 １ ク ラ ス の

状 況 で 昭 和 ３ ５ 年 に ピ ー ク で １ 万 ５ 千 人 い た 人 口 は 現 在 ４ ５ ９ １



人 で 、 最 大 ３ ０ ０ 人 居 た 学 生 の 存 在 感 は 非 常 に 大 き い （ 現 在 は １

２ ０ 人 ） 。 始 ま っ た 当 初 は 長 万 部 町 に 住 民 票 を 移 す こ と が 条 件 だ

っ た が 、 学 校 側 で そ の よ う な 制 限 を 設 け る 事 を 疑 問 視 す る 声 が あ

が っ て 現 在 は そ の ル ー ル は 無 く な っ た 。 た だ し 国 勢 調 査 の 対 象 に

は な っ て お り 、 地 方 交 付 税 の 対 象 と な る た め 、 町 の 収 入 に は 相 当

な 影 響 が あ る そ う だ 。 町 と し て は 長 万 部 駅 前 に 「 よ う こ そ 東 京 理

科 大 学 が あ る 町 へ 」 と い う 看 板 を 設 置 し て Ｐ Ｒ し て い る 。 全 国 的

に 大 学 の 再 編 が 進 ん で お り キ ャ ン パ ス の 統 合 な ど の 可 能 性 も 無 い

と は 言 え な い の で 、 引 き 続 き キ ャ ン パ ス を 維 持 継 続 し て も ら え る

様 に 町 と し て 協 力 し て い く と の こ と で あ っ た 。  

 も と も と １ 年 間 と い う 期 間 限 定 の 制 度 と し て い る が 、 ２ 年 目 以

降 も 残 り た い と の 声 も あ る 。 し か し 、 当 初 か ら 複 数 年 在 籍 す る こ

と が 前 提 の 制 度 と し て し ま う と 、 希 望 者 が 少 な く な る 可 能 性 も あ

り 、 引 き 続 き １ 年 間 限 定 で 続 け て い く 方 針 と の こ と で あ る 。 過 去

に は 、 長 万 部 を 気 に 入 っ て 大 学 卒 業 後 に 町 役 場 に 就 職 し た 例 が あ

る 。 流 山 市 で は 、 本 市 と 隣 の 野 田 市 に ま た が る 野 田 キ ャ ン パ ス に

あ る 理 工 学 部 の 建 築 学 科 や 土 木 学 科 と の 連 携 で 技 師 の 採 用 に つ な

が る 可 能 性 が あ り 、 引 き 続 き 連 携 を 強 め る た め に 活 動 し て い く 。               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ３ ）札 幌 署 S D G s 未 来 都 市 計 画（ 地 方 創 生 モ デ ル 事 業 ）に つ い て                             

札 幌 市 の S D G s 未 来 都 市 計 画 は 、寒 冷 地 と い う 地 域 特 性 を 出 発 点

に 、 環 境 ・ 社 会 ・ 経 済 を 統 合 的 に 再 設 計 す る 都 市 戦 略 で あ る 。 積

雪 寒 冷 地 ゆ え に エ ネ ル ギ ー 消 費 が 大 き い と い う 制 約 を 、 ゼ ロ カ ー

ボ ン 推 進 や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 導 入 の 加 速 と い う 強 み に 転 換 し 、

脱 炭 素 化 を 産 業 振 興 や 雇 用 創 出 へ と 波 及 さ せ る 構 造 が 明 確 に 示 さ

れ て い る 。 ま た 、 持 続 可 能 な 観 光 を 都 市 経 営 の 実 証 フ ィ ー ル ド と

位 置 付 け 、 環 境 負 荷 の 低 減 と 地 域 経 済 の 循 環 を 両 立 さ せ よ う と す

る 点 も 特 徴 的 で あ る 。 私 自 身 、 札 幌 市 内 の 女 子 寮 で ６ 年 間 生 活 し

た 経 験 が あ り 、 懐 か し さ と と も に 、 生 活 者 目 線 を 大 切 に す る 都 市

文 化 が 今 も ま ち づ く り の 根 底 に 息 づ い て い る こ と を 実 感 し た 。 地

下 歩 行 空 間 や 公 共 交 通 の 充 実 、 雪 対 策 の 徹 底 な ど 、 生 活 者 の 視 点

に 立 っ た 都 市 設 計 が 日 常 の 安 心 を 支 え て い た 。 今 回 の 視 察 を 通 じ

て 、 あ の 頃 に 感 じ た 暮 ら し や す さ は 、 都 市 政 策 の 積 み 重 ね の 上 に

成 り 立 っ て い た こ と を 改 め て 実 感 し た 。  

流 山 市 に お い て も 、 子 育 て 世 代 の 流 入 と い う 強 み を 活 か し 、 環

境 配 慮 型 住 宅 の 促 進 、 公 共 空 間 の 質 の 向 上 、 地 域 交 通 の 利 便 性 向

上 な ど を 横 断 的 に 結 び 付 け る こ と で 、 暮 ら し の 満 足 度 を 高 め る 都

市 戦 略 が 求 め ら れ る 。観 光 や イ ベ ン ト も 一 過 性 の 集 客 策 で は な く 、

市 民 生 活 の 質 向 上 と 地 域 経 済 の 循 環 を 生 み 出 す 仕 組 み と し て 位 置

付 け る べ き で あ る 。 札 幌 の 取 り 組 み は 、 地 域 特 性 を 活 か し な が ら

持 続 可 能 性 を 都 市 経 営 の 軸 に 据 え る 重 要 性 を 示 し て お り 、 流 山 市

の 今 後 の 施 策 展 開 に 発 展 さ せ て い き た い 。  


